






















まとめ

①産婦人科では大学病院の利用者が最も多い。なかでも仕事を持っていない女性が大学病

院の産婦人科を多く利用している。

②小児科では個人病院の利用率が最も高い。仕事を持っていない女性の方が個人病院や大

学病院を多く利用している。

③その他の医療機関では、個人病院、公的病院、大学病院の順に利用され、特に仕事を持

っている女性の利用率が高い。しかし加重平均からみた仕事を持っている女性の満足度は、

公的病院(2.82)大学病院(2.98)と低い。

④産婦人科における病院別満足度は、大学病院が一番高く次いで公的病院、個人病院の順

となっている。この傾向は病院の利用度と一致している。

⑤小児科における病院別満足度は個人病院が一番高く次いで大学病院、公的病院の順とな

っている。この傾向は病院の利用度と一致している。

⑥大学病院、公的病院は遠く個人病院に比べて待ち時間は長いとの不満は多いが、内容に

ついては不満を持っている人は少ない。

⑦個人病院は大学病院、公的病院に比べ、内容、価格にやや不満を持っている人が多い。

⑧有職既婚女性でパート・自営業の人に急病人の経験が有意に多い。

⑨有職未婚女性は既婚者に比べ、急病時交通手段がなく困っているものが多い。


